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【手続補正書】
【提出日】平成23年6月30日(2011.6.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
乳酸を主原料として、無溶媒下、直接重縮合により、ポリ乳酸系樹脂を製造する方法であ
って、下記３つの工程からなることを特徴とするポリ乳酸系樹脂の製造方法。
（Ａ）第１工程として、下記から選ばれる少なくとも３つ以上の条件下で、重量平均分子
量１万未満の低分子量体を製造する工程。
（ａ－１）無触媒
（ａ－２）１００～１８０℃の温度
（ａ－３）０．１３～１３００Ｐａの圧力
（ａ－４）０．３～１５時間の反応時間
（Ｂ）第２工程として、触媒存在下、重量平均分子量１万超、１０万未満のプレポリマー
を製造する工程。
（Ｃ）第３工程として、プレポリマーの融点以下の温度で固相重合を行い、重量平均分子
量１０万以上のポリマーを製造する工程。
【請求項２】
前記（Ｂ）第２工程の触媒として、錫化合物、チタン化合物、鉛化合物、亜鉛化合物、コ
バルト化合物、鉄化合物、リチウム化合物、希土類化合物、およびスルホン酸化合物から
選択されるいずれか１種以上を用いることを特徴とする請求項１に記載のポリ乳酸系樹脂
の製造方法。
【請求項３】
前記（Ｂ）第２工程の触媒として、錫化合物から選択される１種以上および／またはスル
ホン酸化合物から選択される１種以上を用いることを特徴とする請求項１～２のいずれか
に記載のポリ乳酸系樹脂の製造方法。
【請求項４】
錫化合物が、酢酸錫（II）および／またはオクチル酸錫（II）であり、スルホン酸化合物
が、メタンスルホン酸、エタンスルホン酸、プロパンジスルホン酸、およびナフタレンジ
スルホン酸から選択されるいずれか１種以上であることを特徴とする請求項３に記載のポ
リ乳酸系樹脂の製造方法。
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【請求項５】
前記（Ｂ）第２工程を、下記の条件下で行うことを特徴とする請求項１～４のいずれかに
記載のポリ乳酸系樹脂の製造方法。
（ｂ－１）１４０～２４０℃の温度
（ｂ－２）０．１３～１３００Ｐａの圧力
【請求項６】
前記（Ｃ）第３工程を、１２０～１６０℃の温度条件下で行うことを特徴とする請求項１
～５のいずれかに記載のポリ乳酸系樹脂の製造方法。
【請求項７】
前記（Ｂ）第２工程終了後かつ（Ｃ）第３工程開始前に、５０～１５０℃の温度で結晶化
処理を行うことを特徴とする請求項１～６のいずれかに記載のポリ乳酸系樹脂の製造方法
。
【請求項８】
前記（Ａ）第１工程開始時から（Ｃ）第３工程終了後のいずれかの段階において、触媒失
活剤を添加することを特徴とする請求項１～７のいずれかに記載のポリ乳酸系樹脂の製造
方法。
【請求項９】
前記（Ａ）第１工程および／または（Ｂ）第２工程において、反応槽と還流装置を接続し
た装置を用いることを特徴とする請求項１～８のいずれかに記載のポリ乳酸系樹脂の製造
方法。
【請求項１０】
前記（Ａ）第１工程および／または（Ｂ）第２工程で用いる反応槽が、二つ以上の反応室
から構成されていることを特徴とする請求項９に記載のポリ乳酸系樹脂の製造方法。
【請求項１１】
前記（Ａ）第１工程、（Ｂ）第２工程および（Ｃ）第３工程から選ばれるいずれか一つ以
上の工程において、揮発成分のうち、水を除去し、かつ、乳酸およびラクチドまたはそれ
らの低分子量重合体を（Ａ）第１工程および／または（Ｂ）第２工程の反応槽に戻すこと
を特徴とする請求項１～１０のいずれかに記載のポリ乳酸系樹脂の製造方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　すなわち、本発明のポリ乳酸系樹脂の製造方法は、
（１）乳酸を主原料として、無溶媒下、直接重縮合により、ポリ乳酸系樹脂を製造する方
法であって、下記３つの工程からなることを特徴とするポリ乳酸系樹脂の製造方法、
（Ａ）第１工程として、下記から選ばれる少なくとも３つ以上の条件下で、重量平均分子
量１万未満の低分子量体を製造する工程。
（ａ－１）無触媒
（ａ－２）１００～１８０℃の温度
（ａ－３）０．１３～１３００Ｐａの圧力
（ａ－４）０．３～１５時間の反応時間
（Ｂ）第２工程として、触媒存在下、重量平均分子量１万超、１０万未満のプレポリマー
を製造する工程。
（Ｃ）第３工程として、プレポリマーの融点以下の温度で固相重合を行い、重量平均分子
量１０万以上のポリマーを製造する工程。
（２）前記（Ｂ）第２工程の触媒として、錫化合物、チタン化合物、鉛化合物、亜鉛化合
物、コバルト化合物、鉄化合物、リチウム化合物、希土類化合物、およびスルホン酸化合
物から選択されるいずれか１種以上を用いることを特徴とする（１）に記載のポリ乳酸系
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樹脂の製造方法、
（３）前記（Ｂ）第２工程の触媒として、錫化合物から選択される１種以上および／また
はスルホン酸化合物から選択される１種以上を用いることを特徴とする（１）～（２）の
いずれかに記載のポリ乳酸系樹脂の製造方法、
（４）錫化合物が、酢酸錫（ＩＩ）および／またはオクチル酸錫（ＩＩ）であり、スルホ
ン酸化合物が、メタンスルホン酸、エタンスルホン酸、プロパンジスルホン酸、およびナ
フタレンジスルホン酸から選択されるいずれか１種以上であることを特徴とする（３）に
記載のポリ乳酸系樹脂の製造方法、
（５）前記（Ｂ）第２工程を、下記の条件下で行うことを特徴とする（１）～（４）に記
載のポリ乳酸系樹脂の製造方法、
（ｂ－１）１４０～２４０℃の温度
（ｂ－２）０．１３～１３００Ｐａの圧力
（６）前記（Ｃ）第３工程を、１２０～１６０℃の温度条件下で行うことを特徴とする（
１）～（５）のいずれかに記載のポリ乳酸系樹脂の製造方法、
（７）前記（Ｂ）第２工程終了後かつ（Ｃ）第３工程開始前に、５０～１５０℃の温度で
結晶化処理を行うことを特徴とする（１）～（６）のいずれかに記載のポリ乳酸系樹脂の
製造方法、
（８）前記（Ａ）第１工程開始前から（Ｃ）第３工程終了後のいずれかの段階において、
触媒失活剤を添加することを特徴とする（１）～（７）のいずれかに記載のポリ乳酸系樹
脂の製造方法、
（９）前記（Ａ）第１工程および／または（Ｂ）第２工程において、反応槽と還流装置を
接続した装置を用いることを特徴とする（１）～（８）のいずれかに記載のポリ乳酸系樹
脂の製造方法、
（１０）前記（Ａ）第１工程および／または（Ｂ）第２工程で用いる反応槽が、二つ以上
の反応室から構成されていることを特徴とする（９）に記載のポリ乳酸系樹脂の製造方法
、
（１１）前記（Ａ）第１工程、（Ｂ）第２工程および（Ｃ）第３工程から選ばれるいずれ
か一つ以上の工程において、揮発成分のうち、水を除去し、かつ、発生する乳酸およびラ
クチドまたはそれらの低分子量重合体を（Ａ）第１工程および／または（Ｂ）第２工程の
反応槽に戻すことを特徴とする（１）～（１０）のいずれかに記載のポリ乳酸系樹脂の製
造方法、
である。
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